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成人検診の標準化対象事業と、検討のポイントについて

1

地域情報プラットフォーム標準仕様範囲

市区町村拡張事業（例）
介護保険事業

健康教育

健康相談

訪問指導

歯周疾患検診

骨粗鬆症検診

肝炎ウイルス検診

がん検診

(胃・肺・大腸・乳・子宮頸部)

健康診査

健康増進事業

基本チェックリスト

●前立腺がん検診

●原爆被爆者二世の健診

子宮体がん検診

肝臓がん検診

●甲状腺がん検診 口腔がん検診

皮膚がん検診

喉頭・咽頭がん検診

●エキノコックス検査

■若年健康診査

市区町村拡張運用

対象年齢の拡張

指針以外の検査項目

○ 地域情報プラットフォーム標準仕様に記載がないが、システム機能として求められる事業が多数ある。これらの事業は、標準化範囲外の整理とし

つつも、範囲内の検診と組み合わせで実施している自治体も多数あることから、機能要件への仕様記載を工夫することで、事業の実施を妨げるこ

とにならないような整理が必要である。

○ 市区町村における拡張運用として、健康増進法で指針が示されている事業において、対象年齢の拡張や指針以外の検査項目で、実施している

ケースもある。データ要件を定める上でも、医学研究、大学研究等を目的とした自治体拡張検査項目の実施を妨げることがないような整理が必要

である。

○ 基本チェックリストは、現在は介護保険事業で実施されているため、標準化範囲外の整理とするのが望ましい。

○ 特定健診・保健指導、後期高齢者の健康診断・保健指導については、厚生労働省において検討中。

凡例

■：経年的な健診結果の管理を行う上で健康管理システムでの管理が必要となる。また、標準

化範囲内の検診と同時に事務処理を行うケースもある。（対象者の抽出、受診券の同時出力

等）

●：地域特性からの実施や、実施団体の多い検診統計・報告

成人検診分野の標準化範囲のイメージ図
標準化範囲外標準化範囲内凡例 パラメータ対応


